
皇
室
事
項

官
庁
報
告

平成™˜年 月š日 木曜日 第œ˜›Ÿ号官 報

（
東
京
航
空
局
長
）
国
土
交
通
事
務

官

野
間

清
二

（
大
臣
官
房
審
議
官
）
国
土
交
通
技

官

廣
瀬

輝

（
同
）
国
土
交
通
事
務
官

石
井
喜
三
郎

（
同
）
国
土
交
通
技
官

小
川

冨
由

（
北
海
道
局
総
務
課
長
）
国
土
交
通

事
務
官

伊
澤

透

（
大
臣
官
房
付
）
同

大
島

宏
志

（
港
湾
局
総
務
課
長
）
同

鈴
木

章
文

（
国
土
交
通
大
学
校
教
授
）
同

音
瀬

均

（
海
事
局
総
務
課
長
）
同

蒲
生

猛

（
総
合
政
策
局
情
報
政
策
課
長
）
同

遠
藤

誠
之

（
国
土
計
画
局
首
都
機
能
移
転
企
画

課
長
）
同

岩
本

千
樹

（
都
市
・
地
域
整
備
局
総
務
課
長
）

同

大
藤

朗

（
鉄
道
局
総
務
課
長
）
同

濱

勝
俊

（
東
北
運
輸
局
企
画
観
光
部
長
）
国

土
交
通
技
官

有
田

幸
司

（
政
策
統
括
官
付
政
策
評
価
官
）
国

土
交
通
事
務
官

竹
田

聡

（
国
土
交
通
大
学
校
教
授
）
同

鈴
木

庸
夫

（
北
海
道
開
発
局
札
幌
開
発
建
設
部

長
）
国
土
交
通
技
官

川
村

和
幸

（
関
東
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部
長
）

同

小
竹

壽
朗

（
九
州
運
輸
局
次
長
）
同

岸
本

高
彦

辞
職
を
承
認
す
る
（
各
通
）

（
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

文
部
科
学
事
務
官

寺
西

達
弥

国
土
交
通
事
務
官
（
大
臣
官
房
付
）
に
転
任
さ
せ
る

辞
職
を
承
認
す
る

（
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
本
部
副
本
部
長
）

飯
塚

裕

国
土
交
通
事
務
官
（
大
臣
官
房
付
）
に
採
用
す
る

辞
職
を
承
認
す
る

（
九
州
運
輸
局
企
画
観
光
部
長
）
国

土
交
通
事
務
官

山
口

一
朗

（
中
国
運
輸
局
交
通
環
境
部
長
）
同

余
米

紀
彦

大
臣
官
房
付
に
転
任
さ
せ
る

辞
職
を
承
認
す
る
（
各
通
）

（
北
海
道
開
発
局
次
長
）
同

菊
地

弘
美

農
林
水
産
省
に
出
向
さ
せ
る
（
以
上
七
月
十
三
日
）

官
庁
事
項

産

業

日
本
工
業
規
格

日
本
工
業
標
準
調
査
会
の
調
査
審
議
を
経
て
、
平
成
2
1

年
９
月
３
日
に
下
記
の
日
本
工
業
規
格
を
改
正
し
た
の

で
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和

2
4年
法
律
第

1
8
5号
）
第

1
6

条
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成

2
1
年
９
月
３
日国
土
交
通
大
臣
金
子
一
義

記
改
正
さ
れ
た
日
本
工
業
規
格

土
質
試
験
の
た
め
の
乱
し
た
土
の
試
料
調

製
方
法

Ａ
1
2
0
1

土
粒
子
の
密
度
試
験
方
法

Ａ
1
2
0
2

土
の
含
水
比
試
験
方
法

Ａ
1
2
0
3

土
の
粒
度
試
験
方
法

Ａ
1
2
0
4

土
の
液
性
限
界
・
塑
性
限
界
試
験
方
法

Ａ
1
2
0
5

土
の
収
縮
定
数
試
験
方
法

Ａ
1
2
0
9

突
固
め
に
よ
る
土
の
締
固
め
試
験
方
法

Ａ
1
2
1
0

Ｃ
Ｂ
Ｒ
試
験
方
法

Ａ
1
2
1
1

土
の
一
軸
圧
縮
試
験
方
法

Ａ
1
2
1
6

土
の
段
階
載
荷
に
よ
る
圧
密
試
験
方
法

Ａ
1
2
1
7

土
の
透
水
試
験
方
法

Ａ
1
2
1
8

土
の
細
粒
分
含
有
率
試
験
方
法

Ａ
1
2
2
3

砂
の
最
小
密
度
・
最
大
密
度
試
験
方
法

Ａ
1
2
2
4

土
の
湿
潤
密
度
試
験
方
法

Ａ
1
2
2
5

土
の
強
熱
減
量
試
験
方
法

Ａ
1
2
2
6

土
の
定
ひ
ず
み
速
度
載
荷
に
よ
る
圧
密
試

験
方
法

Ａ
1
2
2
7

締
固
め
た
土
の
コ
ー
ン
指
数
試
験
方
法

Ａ
1
2
2
8

（
内
容
省
略
）

備
考

内
容
は
、
日
本
工
業
標
準
調
査
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（

h
ttp

://w
w
w
.jisc

.g
o
.jp
）
に
お
い
て

閲
覧
に
供
す
る
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
住
宅
局
住

宅
生
産
課
に
お
い
て
も
閲
覧
に
供
す
る
。

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

千
葉
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
2条
の

規
定
に
基
づ
き
、
千
葉
県
最
低
賃
金
（
昭
和
5
5年
千
葉
労

働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
７
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
4条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
1
年
９
月
３
日千
葉
労
働
局
長
千
葉
秀
木

第
４
号
中
「
１
時
間
7
2
3円
」
を
「
１
時
間
7
2
8円
」
に

改
め
る
。

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
九
月
二
日
ベ
ト
ナ
ム
国
の
国
祭
日
に
つ

き
、同
月
一
日
同
国
主
席
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

旅
券
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
一
般
旅

券
の
返
納
命
令
に
関
す
る
通
知

平
成
二
十
一
年
九
月
三
日

外
務
大
臣

中
曽
根
弘
文

次
に
掲
げ
る
者
は
、
旅
券
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

二
百
六
十
七
号
）
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
し
ま

す
の
で
、
そ
の
所
持
す
る
一
般
旅
券
を
平
成
二
十
一
年
十

月
七
日
ま
で
に
外
務
大
臣
又
は
領
事
官
に
返
納
す
る
よ
う

命
じ
ま
す
。

こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
行
政
不
服
審
査
法

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
こ
の
処
分
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

六
十
日
以
内
に
、
外
務
大
臣
に
対
し
異
議
申
立
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
こ
の
処
分
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
六
ヶ
月
以
内
に
、
国
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て

国
を
代
表
す
る
者
は
法
務
大
臣
と
な
り
ま
す
。）、
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
処
分
を
知
っ
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
処
分
の
日
か

ら
一
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

一
、
氏

名

伊
藤

敦
彦

生
年
月
日

昭
和
三
十
三
年
三
月
二
十
三
日

旅
券
申
請

上
の
住
所

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
箱
崎
町
一

六
e

一
e

五
Ｆ

二
、
返
納
す
べ
き
旅
券

旅
券
番
号

Ｔ
Ｚ
〇
四
九
五
五
一
九

発
行
年
月
日

平
成
十
九
年
八
月
二
十
一
日

旅
券
名
義
人

伊
藤

敦
彦

三
、
返
納
す
べ
き
理
由

当
該
旅
券
名
義
人
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
三
十

日
、
岡
崎
簡
易
裁
判
所
か
ら
、
出
資
の
受
入
れ
、
預

り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
り
に
関
す
る
法
律
違
反
事

件
の
被
疑
者
と
し
て
逮
捕
状
が
発
付
さ
れ
、
平
成
二

十
一
年
八
月
二
十
四
日
、
警
察
庁
か
ら
外
務
大
臣
に

そ
の
旨
通
報
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
旅
券
の
交
付
の

後
に
、
一
般
旅
券
の
発
給
等
の
制
限
の
対
象
と
な
る

旅
券
法
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
件
は
、
一
般
旅

券
の
返
納
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
と
な
る
旅

券
法
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
三
日

外
務
大
臣

中
曽
根
弘
文

次
に
掲
げ
る
者
は
、
旅
券
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

二
百
六
十
七
号
）
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
し
ま

す
の
で
、
そ
の
所
持
す
る
一
般
旅
券
を
平
成
二
十
一
年
十

月
七
日
ま
で
に
外
務
大
臣
又
は
領
事
官
に
返
納
す
る
よ
う

命
じ
ま
す
。

こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
行
政
不
服
審
査
法

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
こ
の
処
分
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

六
十
日
以
内
に
、
外
務
大
臣
に
対
し
異
議
申
立
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
こ
の
処
分
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
六
ヶ
月
以
内
に
、
国
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て

国
を
代
表
す
る
者
は
法
務
大
臣
と
な
り
ま
す
。）、
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
処
分
を
知
っ
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
処
分
の
日
か

ら
一
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

一
、
氏

名

田
中

克
欣

生
年
月
日

昭
和
四
十
五
年
一
月
六
日

旅
券
申
請

上
の
住
所

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
曙
町
四
e

五

〇
e

二
ラ
イ
オ
ン
ズ
Ｍ
第
三

四
一

〇
号

二
、
返
納
す
べ
き
旅
券

旅
券
番
号

Ｔ
Ｈ
二
三
九
〇
四
八
五

発
行
年
月
日

平
成
十
九
年
一
月
二
十
九
日

旅
券
名
義
人

田
中

克
欣

三
、
返
納
す
べ
き
理
由

当
該
旅
券
名
義
人
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
十
三

日
、
横
浜
地
方
裁
判
所
か
ら
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違

反
事
件
の
被
疑
者
と
し
て
逮
捕
状
が
発
付
さ
れ
、
平

成
二
十
一
年
八
月
十
二
日
、
警
察
庁
か
ら
外
務
大
臣

に
そ
の
旨
通
報
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
旅
券
の
交
付

の
後
に
、
一
般
旅
券
の
発
給
等
の
制
限
の
対
象
と
な

る
旅
券
法
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
件
は
、
一
般
旅

券
の
返
納
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
と
な
る
旅

券
法
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
。
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